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さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は、
飯豊町ホームページ　www.town.iide.yamagata.jp
でも紹介しています。
知りたい情報は、「検索キーワード」を、ホームページの
検索ボックスに打ち込んでください。当該ページへ簡単
に移動することができます。

中在住

菅野衆治さん（34歳）
絵美さん（26歳）
 真  央 くん（ 4歳）
ま ひろ

 倖  成 くん（ 3歳）
こう せい

 央  丞 くん（ 4カ月）
おう すけ

左から絵美さん、央丞くん（手
前）、真央くん（奥）、衆治さん、
倖成くん

親子

　衆治さんは、ホテルフォ
レストいいでの料理長。仕
事柄休みは不規則で、帰り
が遅いのは当たり前。なか
なか子どもと一緒に過ごす
時間をとれないのが悩みで
す。でも長男真央くんに将
来の夢を聞くと「料理を作
る人！」しっかりパパの背
中を見ています。

こちらのボックスに
「検索キーワード」を
打ち込んでください。



広報いいで 2009/04/093

ひと目でわかる！
役場利用ガイド

ＦＩＬＥ ①
各部署はどの建物にあって、何を担当しているのか（４−５ページ）

ＦＩＬＥ ②
職員はどのように配置されているのか（６−７ページ）

飯豊中
①役場庁舎

ガソリンスタンド

コンビニ

白椿地区公民館

電気店
つばき保育園
なでしこハウス

②健康福祉センター
煙健康福祉課
煙訪問看護ステーション
煙国保診療所
煙介護老人保健施設「美の里」

③町民総合センター
「あ～す」
こどもみらい館

簡易郵便局

薬局

学校給食共同調理場

町社会福祉協議会
福祉の里めざみ
ひめさゆり荘２号館

北南

西

東

至萩生駅至椿駅

至手ノ子 至萩生
県道

施設の位置図

（椿地内）

特 集

特集◎ひと目でわかる！役場利用ガイド

点在する町の施設。部署も様々あって
わかりにくい。そんな声にお応えし、
平成21年度の町の組織体制を施設ご
とにわけて、町民の皆さんへお知らせ
します。どうぞご利用ください。



広報いいで 2009/04/095

各部署はどの建物にあひと目でわかる！
役場利用ガイド

ＦＩＬＥ ①

１階

３階

２階

【議会事務局／監査委員】

【総務企画課】
総務情報室、プロジェクト推進室、総合政策室
【産業振興課】
農業振興室、農林整備室、商工観光室、農地管理室
【農業委員会】

【住民税務課】
住民室、生活環境室、税務室、納税支援室、会計室
【地域整備課】
建設室、上下水道室
【教育委員会・教育文化課】
学校教育振興室、生涯学習振興室、子育て支援室

　 役 場 庁 舎　

階段がとても多い役場庁舎。足の不自由な方や高齢者の方
には大変ご不便をかけています。正面の郵便ポストのそば
に「呼び鈴」がありますので、どうぞお呼びください。職
員が目的の部署までご案内します。

郭

呼び鈴
（説明下記）

足の不自由な方へ

「呼び鈴」
をご利用ください

志72―2111廠　思72―3827

役場内にある部署の主な業務担当

住民税務課

住民室／戸籍、住民基本台帳、外国
人登録、印鑑登録、埋火葬の許可、
国民健康保険、長寿（後期高齢者）
医療、国民年金
生活環境室／消防、防災、防犯、山
岳遭難、交通安全、環境衛生・保
全、廃棄物処理、住民相談、墓地、
犬の登録、公共交通、消費者行政
税務室／住民税、国民健康保険税、
固定資産税、軽自動車税
納税支援室／町税の納税支援
会計室／公金支払い、現金の出納、
物品の管理、指定金融機関

地域整備課

建設室／道路、 橋  梁 、河川、町道、
きょう りょう

町営住宅、危険区域住宅の移転、
公共インフラ災害復旧工事、除雪

上下水道室／水道、水道料金、水道
開栓・閉栓、農業集落排水、農業
集落排水使用料、合併浄化槽

教育委員会・教育文化課

学校教育振興室／教育、学校、ス
クールバス、学校給食、奨学金

生涯学習振興室／社会体育、生涯ス
ポーツ・学習、町史、文化財、町
スポーツ大会、青少年健全育成

子育て支援室／子育て支援、幼稚園、
保育園、児童虐待防止

総務企画課

総務情報室／町長秘書、広報、選挙、
部落、陳情要望、入札、情報化、
町有財産、条例、職員管理、統計

プロジェクト推進室／にぎわい再現
総合政策室／総合計画、財政、予算、

地域づくり支援、土地利用、広聴

産業振興課

農業振興室／農業振興、生産調整、
農業経営、畜産振興、地産地消

農林整備室／農地保全、農村環境整
備、財産区、林業振興、山林保全、
治山、治水、砂防

商工観光室／商業、工業、観光、雇用、
労働者、観光開発、特産品、観光物
産、第３セクター、自然公園

農業委員会

農業委員会・農地管理室／農業委員、
農地の権利、農地転用、農業者年
金、新規就農支援、担い手

議会事務局・監査委員

町議会、町行政と財務の監査

※まちづくり室は町民総合センター「あ～す」内

１階

１階

１階

２階

２階

２階

３階

Check
３ページ
地図①



広報いいで 4

って、何を担当しているのか
平成21年４月１日現在

【健康福祉課】
健康医療室、福祉室
地域包括支援センター
訪問看護ステーション国保診療所

介護老人保健施設
「美の里」

健康福祉課の主な業務担当
煙健康福祉課

福祉室・地域包括支援センター

志86―2233思86―2230

健康医療室志86―2338思86―2230

煙訪問看護ステーション

志86―2232思86―2229

煙国保診療所

志72―2300思72―3375

煙介護老人保健施設「美の里」

志86―2117思86―2118

健康福祉課

健康医療室／医療、健康推進、健康診断、予防接種、母子保健、
感染症予防、食生活改善
福祉室／高齢者福祉、障がい者福祉、生活保護、介護保険
地域包括支援センター／高齢者総合相談窓口、介護予防
訪問看護ステーション／訪問看護（主治医の指示による療養上の
世話・診療補助）

図書室

【教育文化課】
まちづくり室

こどもみらい館 煙町民総合センター「あ～す」

まちづくり室・図書室

志72―3111思72―3163

煙こどもみらい館

志72―3336

まちづくり室の
主な業務担当

教育文化課

まちづくり室／町民総合センター運営、
音楽からのまちづくり、文化振興、
芸能、めざみの里まつり

Check
３ページ
地図②

Check
３ページ
地図③

町民総合センター

健康福祉センター



広報いいで 6

　…昇任　　…異動による配属　　…山形県または県教育委員会派遣　　…新採　　※上記には、臨時職員は含まれていません新昇 派異

　健康福祉センター　

健康福祉課・地域包括支援センター

煙健康福祉課

福祉室・地域包括支援センター志86―2233

健康医療室志86―2338　ともに思86―2230

煙訪問看護ステーション志86―2232思86―2229

煙国保診療所志72―2300思72―3375

煙介護老人保健施設「美の里」

志86―2117思86―2118

　健康医療室　
室長　伊藤紀代子
主査　手塚満世子
主任保健師　渡部真知子
保健師　遠藤悦子
保健師　鈴木崇文

　福　祉　室　
室長　横澤吉和
主査　手塚賢太郎
主任　細谷美佳
主事　嵐正人

課長 舟山直志

 健康福祉課 

（兼）訪問看護ステーション所長
（兼）国民健康保険診療所事務長
（兼）国民健康保険診療所附属中
津川診療所事務長
（兼）地域包括支援センター所長
（兼）介護老人保健施設事務長

　訪問看護ステーション　
管理者（嘱託）　波田野直子
看護師　鈴木優子
看護師（嘱託）　嶋貫玲子
看護師（嘱託）　河井祐子

　地域包括支援センター　
所長補佐　志田庸子
主任（兼）社会福祉主事
　　　　　渡辺裕和

　介護老人保健施設　
事務長補佐　渡部恵介
療養専門員（嘱託）　井上民子
介護支援専門員　原田直美
主任看護師　峯村智美
看護師　手塚優子
主任理学療法士　井上由香
作業療法士　木村康之
（兼）主事　鈴木忍

　国保診療所　
主任看護師（派遣）　遠藤とも子
主事　鈴木忍　

　置賜広域病院組合派遣　
室長　鈴木正之
主事　島貫貴

 総務企画課付 

置賜広域病院組合派遣
課長 船山高利

課長 小松一芳

保育園・幼稚園

平成20年度退職職員

　３月31日をもって、次の方々が退職されました。
海老名愼一郎（教育委員会教育長）
五十嵐浩太郎（国民健康保険診療所長）
舟山春敏（会計管理者）
島貫一郎（総務企画課付課長）
渋谷敏子（健康福祉課健康医療室長）
安部美知夫（総務企画課総務情報室運転長）
安部晴男（総務企画課総務情報室車両整備長）
大谷部昌浩（産業振興課農林整備室主査）
小野明彦（教育文化課学校教育振興室指導主事）

昇

新

昇

昇 異

新

　手ノ子幼稚園　
園長　横澤喜美子
主査　藤川典子
教諭　岡田恵美

昇
異

　いいで中部幼稚園　
園長　須貝喜代子
主任教諭　後藤恵美子
教諭　志田登紀子

異

　さゆり保育園　
園長　菊地文子
主査　渡部銘子
主査　舘石みゆき
主査　鈴木美紀子
主任保育士　佐藤麻理子
主任調理師　長谷崎まさよ

昇

　つばき保育園　
園長　鈴木眞理子
主査　長岡とし子
主査　井上弘子
主任保育士　八島秀子
主任保育士　遠藤理恵子
主任保育士　髙世恵美子
調理師　渡辺豊子

異

　添川児童センター　
館長　熊野伸子
主任児童厚生員　長沼静子
主任児童厚生員　伊藤やよい

異

異

　町社会福祉協議会派遣　

（教育文化課子育て支援室所管）

学校給食共同調理場

（兼）場長　嶋貫吉晴
調理長　宇津木二郎
学校栄養士　山口薫
調理師　島田章久
調理師　五十嵐信子

派

所長　安達敦彦
主任看護師（派遣）　渡部みゑ子
（兼）主事　鈴木忍

中津川診療所

志77―2330

思77―2502

　まちづくり室　
室長　伊藤毅
主事　鈴木朋恵
主事　本間和宏　

町民総合センター

志72―3111

思72―3163 異

第一小　菅野学
手ノ子小　赤間武
飯豊中　木村和弘

学校技術職員

（併）所長 嶋貫吉晴

（教育文化課学校教育振興室所管）

～平成21年度の新体制～
平成21年4月1日現在

異
昇

されているのか



広報いいで 2009/04/097

　…昇任　　…異動による配属　　…山形県または県教育委員会派遣　　…新採　　※上記には、臨時職員は含まれていません新昇 派異

　 役 場 庁 舎　

　子育て支援室　
室長　古川正次郎
主査　渡部順子
主事　遠藤克之

　生涯学習振興室　
室長　手塚秀幸
主査　伊藤敏英
嘱託　菅野邦彰

　建　設　室　
室長　佐藤誠一郎
主査　竹田裕一
主査　渡部和浩
主査　上田信幸
主任　小松絵美
技師　井上友和
技師　坂爪稔

　上下水道室　
室長　佐藤秀悦
主査　渡部忠善
主査　髙橋成樹
主任　宮川千鶴子
技師　伊藤貴広

　学校教育振興室　
室長　齋藤隆
指導主事　佐藤健
主任　佃典子
主事　長岡佳奈
嘱託　手塚娃子
嘱託　クリサンタ・パティオ

伊藤賢一

課長 嶋貫吉晴

教育長 佐藤晴樹

※まちづくり室は、
町民総合センター
「あ～す」内

課長 佐藤正俊

　農業振興室　
室長　川﨑祐次郎
主査　髙橋もと子
主査　伊藤芳典
主事　佐藤智昭
主事　木村辰司
主事補　舟山正貴

　農林整備室　
室長　後藤圭一
主査　齋藤浩
技師　鈴木直記

　農業委員会　
（併）主任　大谷部良明

事務局長 大友俊治

議会事務局・監査委員

 3階 

　生活環境室　
室長　手塚幸一
主査　山口努
主査　志田ちあき
主事　井上雄俊

　税　務　室　
室長　渡部勢津子
主査　渡部博一
主事　舩山智香子
主事　舩山泰宏
主事補　井上優里

　納税支援室　
室長　遠藤純雄
主任　舘石修
主事　長岡智子
嘱託　大澤昭弘

　住　民　室　
室長　立石美智雄
主査　鈴木賴子
主査　後藤美和子
主査　後藤智美
主事　島貫美里
主事　井上克行

　会　計　室　
室長　手塚かずゑ
主任　五十嵐恵美

課長 加藤正二

役場１階
　総合政策室　
室長　後藤洋
主査　志田政浩
主査　鈴木祐司
主査　竹田辰秀
主事　船山真紀

　総務情報室　
室長　伊藤勝昭
主査　髙橋弘之
主査　手塚寿子
運転長　渡部勇一
主任　金田正寿
主任　横山昌則
主事　横澤剛
主事　松田典子

役場２階

課長 嘉藤正憲

　商工観光室　
（兼）室長　嘉藤正憲
主査　安部吉郎
主事　勝見賢太郎
主事　井上由佳

役場３階

　議　事　室　
室長　宇津木耕一
主任　色摩里香

課長 嘉藤輝雄

課長 山口四郎右衛門
局長　那須隆

教育文化課（右奥）

地域整備課（右手前）住民税務課（左）

１階 

正面玄関から向かって

産業振興課（右）総務企画課（左）

農業委員会（右奥）
 2階 

東側階段を上って

志72―2111廠　思72―3827

 会計管理者 
 地域整備課 

 住民税務課 

 教育委員会 

教育文化課

 総務企画課 

 産業振興課 

政策調整担当

 農業委員会 

議会事務局

異

異

異

異

異

異

異

新

異異

異

異

異

昇

昇

昇

異
異

異
異

異

派

新

異

新

異

 プロジェクト推進室 
室長　安部信弘
主事　渡部賢一 異

昇

昇

異

新

異
　農地管理室　
（併）室長　大友俊治
主任　大谷部良明

異

監査委員

異

新

　監　査　室　
（併）書記長　那須隆
（併）室長　宇津木耕一
（併）主任　色摩里香 異

昇 異

ひと目でわかる！
役場利用ガイド

職員はどのように配置ＦＩＬＥ ②
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転　　　　　　　　入転　　　　　　　　出
学校名

前任校名氏　名新職名発令新任校名氏　名現職名発令

鮎貝小（白鷹）梅津英幸教頭転任伊佐沢小（長井）鈴木和夫教頭転任

第一小
沖庭小（小国）鈴木くみ子教諭転任長井小（長井）梅津美智子教諭転任

土屋美保教諭新採沖郷小（南陽）沼澤理恵子教諭転任
手ノ子小遠藤祐子養護教諭転補糠野目小（高畠）佐藤千明教諭転任

長井南中（長井）竹田君子養護教諭転任

添川小小松俊行教頭転補北部中（小国）鈴木正人教頭新採
第二小 東根小（白鷹）向田憲子教諭転任致芳小（長井）鈴木成子教諭転任

西部小（米沢）鈴木美香子教諭転任

明安小（金山）舩山　泉教頭転任鷹山小（白鷹）小林　仁教頭転任
手ノ子小 長井小（長井）髙橋礼子教諭転任赤湯小（南陽）小松喜代子教諭転任

佐藤　瞳養護教諭新採第一小遠藤祐子養護教諭転補

添川小梅津靖雄教頭新採第二小小松俊行教頭転補

添川小
鮎貝小（白鷹）竹田　洋教諭転任添川小梅津靖雄教諭新採

致芳小（長井）鈴木博之教諭転任
梨郷小（南陽）井上千恵美教諭転任

伊佐沢小（長井）色摩博昭教諭転任伊佐沢小（長井）菊地洋子教諭転任
中津川小

玉川小（小国）土屋　学教諭転任長井小（長井）高橋和彦教諭転任

叶水中（小国）菅　美登校長転任佐藤晴樹校長退職

飯豊中
小国中（小国）新野幸博教諭転任長井南中（長井）星野一浩教諭転任

小国中（小国）天野義史教諭転任
長井北中（長井）佐藤隼人教諭転任

平成21年度町内小・中学校

新しい町職員の紹介

1978年１月生まれ。川西町在住。01年
秋田 桂城 短期大学卒

けいじょう

「町外出身者ですので、飯豊町のことを
一からしっかり勉強し、がんばります」

保健師　 鈴 
すず

 木 
き

 崇  文 
たか ゆき

（配属／健康福祉課）
主事補　 井  上 

いの うえ

 優  里 
ゆ り

（配属／住民税務課）
主事補　 舟  山 

ふな やま

 正  貴 
まさ き

（配属／産業振興課）
1988年10月生まれ。高峰在住。09年会
津大学短期大学部卒
「住民の皆さんのために精一杯がんばり
ますので、よろしくお願いします」

1984年７月生まれ。小白川在住。08年
山形大学卒
「豊かなまちづくりのため、笑顔でがん
ばりますので、よろしくお願いします」

ST
U
D
Y

E
FF
O
R
T

SM
IL
E

教 職 員 の 異 動

新 規 採 用



※学校に対して自己中心的で理不尽な要求を繰り返し、正常な学校運営を妨げる保護者
を意味する和製英語。当然、正当な要求や苦情を訴える保護者は、ここに含まれない。

さとう・はるき◎飯豊町教育委員会教育長。1950年12月、中生
まれ。73年４月から教職に就き、中津川小中、米沢市立松川中、
置賜教育事務所などを歴任。09年３月飯豊中学校校長を最後に
退職。同年４月から現職。教育者としてのモットーは「信愛」。教
師と子どもの信頼と愛情の関係が大切と考える。趣味は木工作で、
自らいすやテーブルを作るなど器用な一面も。中在住。

　
　

教
育
長
に
就
任
さ
れ
て
の
心
境
は
い
か

が
で
す
か
？

　

と
て
も
光
栄
で
す
。
ま
た
そ
の
反
面
、
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

町
の
教
育
の
充
実
と
振
興
に
精
一
杯
努
力
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
「
夢
」、
学
校
に
は

「
自
信
」、
町
民
に
は
「
希
望
」
を
与
え
ら
れ

る
教
育
の
実
現
が
目
標
で
す
。

　
　

今
の
教
育
現
場
の
課
題
は
何
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
か
？

　

子
ど
も
が
学
校
で
養
う
べ
き
こ
と
に
「
か

し
こ
さ
」「
思
い
や
り
」「
た
く
ま
し
さ
」
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
見
る
と
そ

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 
モ 
ン
ス
タ
ー

※

ペ
ア
レ
ン
ト
と
言
わ
れ
る
事
例
も
そ
の
一
つ

で
す
。
し
か
し
、
本
町
の
場
合
は
幸
い
に
し

て
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
学
校
に
寄
せ
る
信
頼

と
い
う
現
実
の
中
で
、
ど
う

や
っ
て
学
校
が
多
様
性
を
生

み
出
し
、
工
夫
す
る
か
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
持
っ
て
い
る
多
様
な

「
良
さ
」
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
は
磨
か
れ
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
経
験
を
広
く

豊
か
に
す
る
よ
う
な
方
策
を

さ
ら
に
工
夫
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

人
口
減
少
の
歯
止
め
は

後
藤
町
長
の
公
約
で
も
あ
り

ま
す
が
、
教
育
委
員
会
と
し

て
ど
ん
な
協
力
が
で
き
る
と

は
厚
く
、
そ
の
事
態
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
信
頼
関
係
を
守
っ
て
い
く
こ
と
も
、
教

育
委
員
会
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

飯
豊
町
の
子
ど
も
た
ち
の
特
性
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

指
導
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
が
飯

豊
の
子
ど
も
た
ち
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
素
直
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
目
標

を
高
め
て
ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
子
ど
も
も

多
い
で
す
。
学
校
は
、
組
織
と
し
て
、
個
々

の
教
師
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
生
徒
と
向
き
合
い
、
誇
り
と
責
任
を
も
っ

て
教
育
の
充
実
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
　

少
子
化
に
よ
る
児
童
・
生
徒
数
の
減
少

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
受
け
止
め

て
い
ま
す
か
？

　

残
念
な
が
ら
学
校
が
子
ど
も
を
増
や
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
数
が
少
な
い

考
え
て
い
ま
す
か
？

　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
即
時

的
・
直
接
的
に
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
。
た
だ
、
若
い
人
や
次
世
代
を
担
う

小
中
学
生
に
飯
豊
の
良
さ
を
知
り
、
愛
し
、

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
教
育
委
員

会
の
役
割
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
素
晴

ら
し
い
歴
史
・
文
化
・
産
業
な
ど
の
地
域
資

源
を
共
有
で
き
る
施
策
の
具
現
化
や
、
飯
豊

町
の
教
育
の
良
さ
を
町
外
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。
中
学
生
は
十
年
後

に
は
子
育
て
世
代
と
な
り
ま
す
。
若
い
う
ち

か
ら
「
飯
豊
町
は
い
い
と
こ
ろ
だ
」
と
い
う

 
種 
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
い
っ
た
ん
町
外
に
出

・た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
飯
豊
町
に
住
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
る
と
思
う
の
で
す
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
環
境
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
だ

け
で
は
な
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な

協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　

本
町
は
お
か
げ
さ
ま
で
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
多
く
の
方
々
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

関
係
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
、
交
通
事
情
や

環
境
の
変
化
な
ど
、
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
れ

ば
さ
さ
い
で
も
学
校
や
教
育
委
員
会
に
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
最
近
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
に
よ
る
悪
質
な
事

件
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

大
人
が
さ
ら
に
関
心
を
高
め
、
子
ど
も
た
ち

が
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

子どもたちに「夢」を
学校には「自信」を
町民には「希望」を

４月１日に飯豊町教育委員会教育長に就任した
佐藤晴樹氏に心境などをインタビュー

教育長 佐藤晴樹

新教育長に聞く

TOP INTERVIEW

広報いいで 2009/04/099
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［
長
期
的
展
望
を
持
っ
て
予
算
編
成
］

　

昨
年
十
月
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
多
く

の
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
初
当
選
を

果
た
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
十
一
月
七
日
よ
り

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
予
算
は
、
私
の
政
治
理

念
に
基
づ
き
町
民
の
皆
様
と
お
約
束
し
た
施

策
を
具
体
化
す
る
ス
タ
ー
ト
台
で
あ
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
に
加
え
、
世
界
的
な
経
済
不
況

の
中
で
財
政
運
営
の
将
来
を
見
通
す
こ
と
は

極
め
て
困
難
な
状
況
で
す
が
、
長
期
的
展
望

と
志
を
も
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

政
治
公
約
を
実
現
し
、
多
く
の
町
民
の
皆

様
の
期
待
と
要
望
に
応
え
る
た
め
、
早
期
に

実
現
可
能
な
も
の
は
即
予
算
化
し
、
中
長
期

的
な
課
題
に
つ
い
て
は
将
来
に
向
け
て
種
を

 
蒔 
く
と
い
う
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
町

ま政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

［
資
源
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
期
］

　

現
在
進
行
し
て
い
ま
す
急
激
な
経
済
不
況

は
、
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
単
な

る
景
気
循
環
現
象
の
一
つ
で
は
な
い
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
規
制
緩

和
な
ど
の
構
造
改
革
と
、
市
場
に
過
度
に
依

存
し
て
い
く
経
済
シ
ス
テ
ム
に
一
定
の
節
度

を
持
た
せ
、
地
域
の
資
源
や
歴
史
文
化
を
大

切
に
し
、
み
ど
り
環
境
と
資
源
循
環
型
の
人

間
中
心
の
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を 
示  
唆 

さ 

じ

す
る
、
大
き
な
転
換
に
向
か
う
時
代
の
到
来

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

［
地
方
再
生
の
推
進
］

　

今
ま
で
の
多
く
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

都
市
に
人
口
が
集
中
し
て
地
方
に
様
々
な
格

差
が
生
じ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
反
省
し
、
格

差
を 
是  
正 
し
地
方
を
再
生
し
よ
う
と
す
る
新

ぜ 
せ
い

た
な 
胎  
動 
が
始
ま
っ
た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

た
い 
ど
う

そ
の
意
味
で
転
換
の
時
代
の
到
来
は
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
飯
豊
の
“
ま
ち
づ
く
り
”

の
基
本
方
向
が
正
し
か
っ
た
こ
と
の
証
明
で

あ
り
、
今
こ
そ
地
方
の
底
力
を
発
揮
す
る
と

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
町
政
運
営
お
よ
び
予

算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
第
二
次
補
正

予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
経
済
不
況
対
策
や
生

活
対
策
関
連
予
算
と
平
成
二
十
一
年
度
予
算

と
の
整
合
性
を
図
り
、
計
画
的
か
つ
効
率
的

な
執
行
に
努
め
る
所
存
で
す
。

飯
豊
町
長　

後
藤
幸
平

社
会
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
転
換
期

飯
豊
町
は
、
地
方
再
生
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
ま
す

平成21年度 町政と予算

施　

政　

方　

針

平成21年度

写真／原則週１回開かれる課長職級の管理職会議。施策推進に向けて意見が交わされる

平成２１年平成２１年度度
町政と予町政と予算算
今今ここそそ地地方方再再生生のの推推進進をを
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平成21年度 町政と予算

　今年度の重点施策の中から一部を抜粋して紹介します。

『語り合うまちづくり』　

 人口減少に歯止めをかけるための施策 
煙「にぎわい再現プロジェクト」チームの立ち上げ
煙客船いいで未来号の旅事業
煙工業団地の造成や産業育成による雇用の拡大や住宅団
地の造成による若者の定住対策を検討
煙総務企画課にプロジェクト推進室を設置
 暮らしの利便性を向上させるための施策 
煙地上デジタル放送への切り替えによる難視聴対策
煙町道南館深渕線など３路線を新設改良
煙「意欲と活力ある道普請支援事業」の継続
煙将来も安心して供給できる水道システムの確立に向け、
「飯豊町水道ビジョン（水道施設整備計画）」を策定

『耕すまちづくり』

 町民所得の安定と向上のための施策 
煙農作物の高付加価値化とブランド化推進
煙水田農業の経営確立と独自の生産調整支援
煙有機肥料センターに堆肥舎を整備し、良質な製品の供
給と特別栽培米の普及を推進
煙木質バイオマス製造施設の整備
煙どんでん平ゆり園など第三セクターの経営改善

『育てるまちづくり』

 安心して子どもを出産して育てる環境づくりの施策 
煙乳幼児保育人数を増員
煙学童保育について、いいで中部幼稚園から第一小学校
へ移行するとともに、新たに手ノ子幼稚園でも開設

煙保育園の保育料引き下げ
煙標準的な妊婦健診の費用を原則無料化
 高齢者が安心して暮らせるための環境づくりの施策 
煙町内２箇所の国保診療所の機能を堅持
煙健診事業や生活習慣病予防事業・各種予防接種を継続
煙高齢者の肺炎球菌ワクチンの接種に対する助成
煙デマンド交通事業（ほほえみカー）の継続
 町民の生命と財産を守る防災対策 
煙消防団や自主防災組織などの関係機関と連携し防災意
識の高揚と訓練を実施

 次世代のまちづくりへ着手 
煙平成23年度から10年間にわたり町政運営の指針となる
「第４次飯豊町総合計画」の策定を開始

●にぎわい再現プロジェクト事業／212万円
　にぎわい再現プロジェクトチームを公募により募集し、「に
ぎわい再現」に向けた検討を開始する。最初の事業として「客
船いいで未来号の旅事業」を計画。新潟―小樽間を航海し、そ
の洋上で町の未来について語り合う。
●生産調整支援事業／2900万円
　国・県が示す米の生産調整量を達成するための事業。転作に
伴う国の交付金は大規模農家ほど多いため、町独自の助成金を
出すことでその格差を縮め、転作の推進を図る。
●木質バイオマス製造施設整備事業／9400万円
　森林資源の活用と地域の活性化を目指し、中津川地区に木質

バイオマス製造施設を整備。施設ではペレットやおが粉の生産
などを行う。６月末ごろ着工、11月完成予定。
●保育料値下げ
　第２子の保育料を現行の２分の１から３分の１に、第３子に
ついては無料とする。町民税非課税世帯や母子家庭についても
保育料の引き下げを行う。
●肺炎球菌ワクチン接種補助事業／15万円
　肺炎球菌ワクチンとは、肺炎球菌によって引き起こされるい
ろいろな病気（感染症）を予防するためのワクチン。高齢者を
対象に、通常7,000円～8,000円の接種料のうち、約3,000円を
補助する。

【新規事業の概要と予算額】

行財政改革と住民サービスの向上を両
立させるという目標に向かって、住民
のために働く行政であることを職員全
員が認識し、住民の期待にこたえる公
平で公正な行政運営に努めます。

安心して子どもを出
産し育てることがで
きる環境づくりは、
「にぎわい再現」の
重要なカギとなる

『語り合うまちづくり』
『耕すまちづくり』
『育てるまちづくり』

重 要 施 策 実 現 の た め の 3つ の 方 針
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平成21年度 町政と予算
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一般会計当初予算の推移

平成２１年度
町政と予算
最小の経費で最大の効果を

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分

　
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
」
と
い
う
行
財
政
の
基
本
に
立
ち
返
り
、

既
存
事
業
を
見
直
す
と
と
も
に
、
当
面
す

る
課
題
に
つ
い
て
は
重
点
的
か
つ
効
率
的

な
配
分
に
つ
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
編
成
し
た
一
般
会
計

予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
五
・
〇
㌫
減
の

五
十
億
五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
町
の
予
算
総
額
は
、
前

年
度
に
比
べ
六
・
一
㌫
減
の
八
十
億
一
千

百
八
十
三
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

　　

人
件
費
は　

％
の
減

0.5

　

歳
入
の
中
で
主
な
も
の
を
見
る
と
、
町

税
は
六
億
四
千
八
百
四
十
万
一
千
円
（
昨

年
度
対
比
二
・
六
㌫
減
）で
予
算
総
額
の
一

三
㌫
、
地
方
交
付
税
は
二
十
六
億
四
千
九

百
八
十
万
一
千
円（
前
年
度
対
比
〇
・
八
㌫

減
）
で
、
五
三
・
〇
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
は
五
億
八
千
五
百

四
十
万
円
（
前
年
度
対
比
一
・
九
㌫
減
）
で

一
一
・
七
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人
件
費
は

予
算
総
額
の
二
一
・
〇
㌫
で
、
職
員
数
の

削
減
や
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
与

の
減
額
、
管
理
職
手
当
の
減
額
、
特
殊
勤

務
手
当
の
支
給
停
止
の
継
続
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
よ
り
〇
・
五
㌫
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
債
費
は
予
算
総
額
の
二

四
・
八
㌫
で
、
前
年
度
よ
り
一
・
八
㌫
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
の
歳
出
で
は
、
労
働
費
は
、
緊

急
雇
用
対
策
事
業
費
等
に
よ
り
三
八
・
四

㌫
の
増
、
土
木
費
は
、
町
道
改
良
事
業
費

の
増
加
な
ど
に
よ
り
二
・
九
㌫
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
費
は
、
地
域
情
報
通
信
施

設
整
備
事
業
の
完
了
な
ど
に
よ
り
二
四
・

五
㌫
の
減
、
農
林
水
産
業
費
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
製
造
施
設
整
備
事
業
費
の
減
少

な
ど
に
よ
り
一
〇
・
一
㌫
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

前
年
度
比　

％
の
減

7.0

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
事
業
勘
定

と
直
営
診
療
施
設
勘
定
を
合
わ
せ
て
約
九

億
三
千
九
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
一

〇
・
〇
㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
約
八
千

六
百
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
七
・
〇
㌫
の

減
、
老
人
保
健
特
別
会
計
は
約
四
百
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
九
五
・
九
㌫
の
減
、

介
護
保
険
特
別
会
計
は
約
八
億
九
百
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
三
・
二
㌫
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
看
護
特
別
会
計
は
約
一
千
七
百
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
一
・
一
㌫
の
減
、

介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
は
約
二
億

五
千
三
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
二

〇
・
五
㌫
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
産
区
は
五
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ

て
約
一
千
二
百
万
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ

七
・
三
㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
約
五

億
三
千
七
百
万
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ

八
・
九
㌫
の
減
、
生
活
排
水
個
別
処
理
事

業
特
別
会
計
は
、
約
三
千
八
百
万
円
で
、

昨
年
度
に
比
べ
二
・
二
㌫
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
損
益
勘
定
と
資
本

勘
定
を
合
わ
せ
て
約
二
億
九
千
二
百
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
二
・
〇
㌫
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

50億
500万円

平 成 21年 度 一 般 会 計 予 算

前年度当初予算から5％減



広報いいで 2009/04/0913

平成21年度 町政と予算

一　般　会　計

歳　　　出

50億500万円

歳出

総務費12.8％
6億3820万6千円

商工費 2.2％
1億858万6千円

農林水産業費13.2％
6億5964万9千円

民生費19.5％
9億7652万1千円

衛生費 5.5％
2億7418万5千円

労働費 0.6％
2906万円

土木費6.4％
3億2166万3千円

消防費 3.7％
1億8747万4千円

教育費9.5％
4億7764万円

災害復旧費0.3％
1574万7千円

公債費24.8％
12億4157万7千円

議会費1.4％
6969万2千円

予備費0.1％
500万円

歳　　　入

50億500万円

歳入

町税13％
6億4840万1千円

地方譲与税 1.7％
8700万円
各種交付金 2.1％
1億483万4千円

地方交付税53.0％
26億4980万1千円

分担金・
負担金 0.7％
3717万2千円

使用料及び手数料 1.9％
9546万円

国庫支出金 3.0％
1億4783万9千円

県支出金4.5％
2億2696万9千円

財産収入及び
寄付金 0.2％
984万3千円

繰入金 5％
2億4914万8千円

繰越金 1.7％
8600万円

諸収入 1.5％
7713万3千円

町債11.7％
5億8540万円

0 20 40 60 80 1000 20 40 60 001080

一般会計性質別内訳

義務的経費51.2％

人件費21.0％

扶助費5.4％

公債費24.8％

投資的経費7.5％

繰出金
12.3％

補助費等
13.1％

その他の経費
15.9％

前年度対比前年度予算額本年度予算額　 会 計 別　
▲11.9919,588809,716事業勘定国 民

健 康 保 険 4.6123,313128,941直診勘定
▲7.092,11985,679後 期 高 齢 者 医 療
▲95.9104,9574,319老 人 保 健
▲3.2836,427809,328介 護 保 険
▲21.121,98817,359訪 問 看 護
20.5209,698252,595介 護 老 人 保 健 施 設
▲0.320,59320,529物 品 調 達
▲61.0842328萩 生 財 産 区
0.0394394豊 原 財 産 区
8.92,9403,203添 川 財 産 区
39.1322448豊 川 財 産 区
▲9.97,9927,201中 津 川 財 産 区
▲8.9589,024536,631農 業 集 落 排 水 事 業
2.236,98637,785生活排水個別処理事業
2.9189,990195,482損益勘定

水 道 事 業
▲10.5108,26596,895資本勘定

特別会計決算 （単位：千円、％） 町民一人当たりの予算額
（平成21年３月31日現在の人口8,393人）

一般会計予算額　　596,330円
（全体／50億500万円）

町税負担額　　　　  77,255円
（全体／６億4840万１千円）
町債（借入）額　　　　69,749円
（全体／５億8540万円）
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CLOSE-UP親子の肖像

長沼奈美さん
　　花子さん

親子の肖像

母と娘で作り上げた紙芝居

Naganuma Nami＆ Hanako
写真／母親の奈美さん（左）と娘の花子さん（右）

mother ＆ daughter

　

平
成
十
九
年
度
の
山
形
県
自
作
視
聴

覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
長
沼
奈
美
さ

ん
（
椿
）
は
、
紙
芝
居
『
た
な
ば
た
物

語
』
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

仙
台
市
在
住
の
友
人
、
加
藤
千
恵
子
さ

ん
と
の
共
同
創
作
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
奈
美
さ
ん
は
、
平
成
二
十
一

年
二
月
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
た
創

作
の
相
方
に
娘
の
花
子
さ
ん
（
当
時
高

校
二
年
）
を
選
ん
だ
。
幼
い
こ
ろ
か
ら

絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
娘
の

実
力
を
見
込
ん
で
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
出
品
の
締
め
切
り
と
テ
ス
ト
期
間

が
重
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
私
か
ら
『
ど

う
か
描
い
て
く
だ
さ
い
』
と
頭
を
下
げ

て
お
願
い
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
」

と
奈
美
さ
ん
は
笑
っ
て
振
り
返
る
。

　

題
名
は
「
な
お
と
く
ん
と
さ
く
ら
さ

ん
」。
幼
稚
園
に
通
う
男
の
子
の
成
長

の
物
語
。
話
の
鍵
と
な
る「
桜
の
木
」に

は
、
二
人
の
共
通
し
た
思
い
が
あ
っ
た
。

　
「
私
が
小
学
四
年
生
の
と
き
に
校
長

先
生
か
ら
、
桜
の
木
は
、
夏
は
炎
天
下

に
緑
の
涼
し
い
木
陰
を
つ
く
り
、
冬
は

寒
さ
と
雪
の
重
み
に
じ
っ
と
耐
え
、
そ

し
て
春
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
ん
だ

よ
と
聞
い
て
、
そ
れ
が
ず
っ
と
私
の
胸

中
に
あ
っ
た
ん
で
す
」
と
花
子
さ
ん
。

　

一
方
、
奈
美
さ
ん
は
「
桜
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
を
作
り
た
い
」
と
ず
っ

と
考
え
続
け
て
い
た
。

　

親
子
の
思
い
が
合
致
す
る
と
、
紙
芝

居
の
共
作
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
奈
美
さ

ん
が
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、
そ
の
内
容
を

二
人
で
議
論
す
る
。
今
度
は
出
来
た
シ

ナ
リ
オ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
絵
を
描

く
か
を
議
論
し
た
。
そ
こ
が
一
番
苦
労

し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
二
人
は
言
う
。

　
「
母
の
思
う
絵
の
イ
メ
ー
ジ
と
私
が

思
う
イ
メ
ー
ジ
と
を
一
致
さ
せ
る
ま
で

が
大
変
で
、
二
人
で
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

し
な
が
ら
絵
の
案
を
練
り
ま
し
た
」
と

花
子
さ
ん
。
そ
し
て
奈
美
さ
ん
は
「
子

ど
も
た
ち
に
ど
う
や
っ
た
ら
わ
か
り
や

す
く
伝
わ
る
の
か
を
優
先
に
二
人
で
考

え
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

創
作
中
の
会
話
の
中
で
「
自
分
の

し
っ
か
り
と
し
た
意
見
や
考
え
方
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
彼
女
の
成

長
を
実
感
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫

で
し
た
」
と
奈
美
さ
ん
は
語
る
。

　

次
回
の
共
作
は
？
と
の
質
問
に
、「
母

の
シ
ナ
リ
オ
を
見
て
か
ら
考
え
ま
す
」

と
笑
っ
て
答
え
る
花
子
さ
ん
。
し
か
し
、

時
折
母
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
は
尊
敬
の

念
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
は
入
選
。
二
年

連
続
の
最
優
秀
賞
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。

し
か
し
賞
以
上
に
、
二
人
は
大
切
な
宝

物
が
で
き
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
。

母
は
娘
の
成
長
を
知
り

娘
は
母
を
誇
り
に
感
じ
た
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CLOSE-UP 長期山村留学生修了式

中津川で得た
５つの宝物を
胸に抱いて

　

三
月
二
十
日
、
中
津
川
地
区
公
民
館

に
は
、
小
学
校
の
友
達
、
先
生
、
地
域

の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
二
人
の
少
女
の

一
年
間
の
が
ん
ば
り
を
称
え
、
涙
と
共

に
拍
手
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。

　

長
期
山
村
留
学
第
四
期
修
了
式
。
大

川
有
菜
さ
ん
（
当
時
五
年
生
）
と 
辺
田 

へ

た

 
李 
さ
ん
（
当
時
四
年
生
）
は
、
昨
年
四

み
の
り月

か
ら
埼
玉
県
川
口
市
の
親
元
を
離
れ

て
、
一
年
間
中
津
川
地
区
で
過
ご
し
た
。

有
菜
さ
ん
に
は
、
鈴
木
泉
さ
ん
・
る
み

さ
ん
（
上
原
）
が
、
李
さ
ん
に
は
、
五

十
嵐
文
雄
さ
ん
・
京
子
さ
ん
（
白
川
）

が
里
親
を
務
め
た
。
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ

の
家
で
寝
食
を
共
に
し
、
そ
こ
か
ら
学

校
に
通
い
続
け
た
。

　
「
る
み
さ
ん
を
『
お
母
さ
ん
』
と
呼
ぶ

有
菜
の
姿
を
見
て
少
し
や
き
も
ち
を
焼

き
ま
し
た
」
と
修
了
式
で
有
菜
さ
ん
の

母
明
子
さ
ん
は
正
直
な
気
持
ち
を
語
っ

て
く
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
有
菜
さ
ん
は
、

中
津
川
の
家
族
に
打
ち
解
け
て
い
た
し
、

こ
の
状
況
は
李
さ
ん
も
同
じ
だ
っ
た
。

　

修
了
式
で
は
、
山
村
留
学
運
営
委
員

長
も
務
め
る
鈴
木
る
み
さ
ん
か
ら
二
人

に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、
や
り
遂
げ
た

と
い
う
充
実
感
の
表
情
で
二
人
は
し
っ

か
り
と
受
け
取
っ
た
。

　
「
中
津
川
小
に
来
た
と
き
は
、
あ
い

さ
つ
が
し
っ
か
り
で
き
る
学
校
だ
と
い

う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
毎
日
が
楽
し

く
て
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
い
た
い

気
持
で
し
た
」（
有
菜
さ
ん
）、「
雪
祭
り

で
の
巨
大
紙
風
船
の
打
ち
上
げ
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
友
達
と
遊

ん
だ
毎
日
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
」（
李
さ
ん
）
と
二
人
は
中
津
川
の

日
々
を
振
り
返
っ
た
。

　
「
け
ん
か
し
な
が
ら
本
音
で 
李 
と
向

・

き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
励
ま
し
と
支
え
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

里
親
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
」
と
語
っ
た
五
十
嵐
文
雄
さ
ん

の
表
情
に
は
ど
こ
か
寂
し
さ
が
伺
え
た
。

　

式
の
中
で
中
津
川
小
中
学
校
の
梅
津

校
長
は
、
震
え
る
声
で
二
人
に
は
な
む

け
の
言
葉
を
送
っ
た
。

　
「
二
人
は
こ
の
一
年
間
で
五
つ
の
宝

物
を
得
ま
し
た
。
第
一
に
多
く
の
友
達

や
地
域
の
人
た
ち
と
の『
出
会
い
』。
第

二
に
大
黒
舞
や
一
輪
車
な
ど
初
め
て
の

『
体
験
』。
第
三
に
一
年
間
無
欠
席
で

『
磨
か
れ
た
力
』。
第
四
に
い
つ
来
て
も

迎
え
て
く
れ
る『
ふ
る
さ
と
』。
第
五
に

家
族
の
存
在
の
大
き
さ
へ
の
『
新
し
い

気
づ
き
』。
こ
の
宝
物
を
胸
に
抱
い
て

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
欲
し
い
」

　

中
津
川
で
得
た
五
つ
の
宝
物
を
お
土

産
に
、
二
人
は
川
口
市
で
新
し
い
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

一
年
間「
欠
席
な
し
」の
が
ん
ば
り

励
ま
し
支
え
た
中
津
川
の
人
た
ち

大川有菜さん

辺田李さん

長期山村留学生修了式

20.March.2009

Okawa Arina 

Heta Minori

写真／中津川小中の梅津校長と峯田教頭に感謝の花束を手渡す大川有菜さん（左奥）と辺田李さん（左手前）
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News町の話題

　万が一の事故に備え、町民スポーツセンター
（飯豊中体育館）にＡＥＤ（自動体外式除細動器）
が設置されました。ＡＥＤとは、 事故などで心肺
停止状態に 陥 った人の心臓に電気ショックを与え

おちい

て、正常な状態に戻す医療機器で、一般の人でも
できる救命処置として全国的に普及が進められて
いるものです。
　ＡＥＤの設置を受けて、３月５日、飯豊中では全
校生徒を対象に操作方法を学ぶ講習会が行われま
した。消防署飯豊分署の救急救命士が講師となり、
練習用の機器と人形を使って心肺蘇生法などを指
導しました。救急救命士から「勉強と同じくらい
ＡＥＤの操作を学ぶことは大切なことです。いざ
というときに命を救うのは君たちです」と話され、
生徒たちは真剣な面持ちで訓練に臨んでいました。

かけがえのない命を守るため

町民スポーツセンターにＡＥＤ設置

　３月19日、村山総合支庁北庁舎（村山市）で、
やまがたゆきみらいシンポジウムが開催され、そ
の中で栄えある第１回やまがたゆきみらい大賞を、
中津川地区のＳＮＯＷえっぐフェスティバル実行
委員会が受賞しました。
　この賞は、地域の特性を生かしながら、雪に関
連した取り組みや、雪国における先駆的で他地域
への良き事例となる活動の実績のあった個人や団
体に表彰されるものです。
　雪室の雪を利用して夏に行うイベントとしての
珍しさと地域住民が一体となって平成３年から
継続して開催してきたことなどが高く評価され、
ＳＮＯＷえっぐフェスティバルが大賞に選ばれま
した。代表として会場で表彰を受けた大友雅彦さ
ん（川内戸）は、「イベントを支えてくださってい
る中津川地区の皆さんのおかげで大賞受賞となり
ました。これからも地域の活性化のため、みんな
で力を合わせて盛り上げていきたいです」と受賞
の感想を語ってくださいました。

やまがたゆきみらい大賞を受賞

ＳＮＯＷえっぐフェスティバル実行委員会

（写真上）シンポジウム会場で、賞状を手
にする大友雅彦さんと中津川地区公民館
の伊藤清一さん
（写真左）昨年のＳＮＯＷえっぐフェス
ティバルの様子

（写真上）消防署飯豊分署職員からＡＥＤ
を使った心肺蘇生法を学ぶ飯豊中生徒
（写真右）運動中の事故から命を守るため
体育館内にＡＥＤが設置された

役場庁舎、健康福祉センター、介護老人保健施設「美の里」、白川荘、西部地区公民館、
なでしこハウス、町民スポーツセンター

町内のＡＥＤ設置場所
参　考

７月下旬に白川ダム湖岸公園を
会場に開催される「真夏の雪祭
り」。雪上でのゲームや花火大
会などが行われ、毎年町内外か
ら多くのお客さまでにぎわう。

SNOWえっぐフェスティバル
参　考



広報いいで 2009/04/0917

News 町の話題

　２月９日、神奈川県横浜市で開催された第51回
全国家の光大会・都道府県代表発表大会（ＪＡグ
ループ社団法人家の光協会主催）に、嶋貫政子さ
ん（萩生）が山形県代表として出場し、家の光の
記事を活用したボランティア活動を発表しました。
　嶋貫さんは、「自作自演で農村スター～多くの
人に笑顔と元気を～」と題し発表。同じ地区内の
60歳代の女性の仲間８人と共に「ひまわり会」を
結成し、自作自演の寸劇や踊りを披露して、地域
のお年寄りの皆さんに笑いと元気を提供してきた
ことを報告しました。
　「10分間の制限時間に合わせて発表するのが一
番難しかったです」と嶋貫さん。それでも堂々の
発表で「飯豊町の元気なお母さん」を印象付ける
ことができました。残念ながら東日本地区の選抜
はなりませんでしたが、「これからも町内に笑顔
と元気を提供しつづけたいです。そのためには自
分たちが笑顔であり続けることが大切だと思いま
す」と大会後の感想を話してくださいました。

横浜市で堂々の発表

嶋貫政子さん全国家の光大会出場

堂々の発表で「飯豊町のピーアールができました」と語る嶋貫政子さん（左）と陰で
支えたJA山形おきたま飯豊地区女性部長遠藤美恵子さん（右・添川）

　越後米沢街道・十三峠が、東北風景街道協議会
が主催する「日本風景街道」に登録され、３月10
日に登録証が伝達されました。
　越後米沢街道（十三峠）は、1884年に新道（新
潟山形線）が開通されるまで置賜地域と新潟県下
越地域を結ぶ経済・文化・戦略上、重要な街道で
した。また明治11年には、英国の旅行家イザベ
ラ・バードが通過したことでも有名です。
　置賜３町（飯豊・小国・川西）と新潟県関川村の
民間団体や関係機関で組織する「越後米沢街道・
十三峠」交流会（井上俊雄会長・手ノ子）が、観光
振興の一環として、登録の申請を行ったものです。
　日本風景街道とは、日本列島の美しさを発見、
創出し、景観・歴史・文化などの地域資源を生か
した原風景の創出を目指す全国的な運動です。
　井上会長は「これを契機に、より一層街道と峠
にかかわる町村が連携して広域的な観光振興に努
め、地域の活性化につなげたいです」と今後の抱
負を語ってくださいました。

歴史的地域資源を観光振興に

越後米沢街道・十三峠が日本風景街道に登録

（写真上）日本風景街道に登録されたこと
を後藤町長に報告する井上俊雄会長
（写真左）昨年11月に手ノ子地区で行わ
れた「宇津峠を歩こう会」の様子。十三
峠の一つとして活性化が期待される

全国／105ルート
東北地方／17ルート

日本風景街道の登録数
参　考

◆詳しくはホームページで

日本風景街道 検索角
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線224

　３月８日、いいで旅館で、第10回大黒舞交流会（長
谷川きよ会長・黒沢）が開かれました。県内から13
団体約130名が参加。長谷川会長は「若い人にも踊っ
てもらえるように、これからもがんばって踊り続け
ましょう」とあいさつしました。各団体は趣向を凝
らした鮮やかな衣装を身にまとい、日ごろの練習の
成果を発表。和やかでめでたい雰囲気の中、大黒舞
の愛好家たちは交流を深めていました。

不景気を跳ね返す祝福の踊り

　３月１日、めざみの里観光物産館で、「地域の自立と協働」
活動団体報告会が行われました。中津川むらづくり協議会、
高峰地域づくり推進委員会、キッズワールド、Ｐ ―  ＴＡＮ       、ふ

ピ ー タ ン

るさとお宝発見隊の５団体が、独自のまちづくり活動につ
いて報告。会場に集まった100名の参加者は、熱心に聞き
入っていました。その後、食生活改善推進員の皆さんが料
理した「いいでの恵みを食べる会」の試食会がありました。

独自のまちづくり活動を報告

　３月10日、東部地区公民館に、町内と長井市の酪
農家の女性７人が集まり、健康教室が行われました。
はじめに町の栄養士から栄養に関する講話があり、
成人には１日600葵のカルシウムが必要で、牛乳は
効率よく摂取できる食品であることなどの話があり
ました。その後、「骨粗しょう症予防のためのカル
シウムたっぷり料理」として、チーズなどの乳製品
を使った料理４品を作り試食しました。

牛乳をしっかり飲みましょう
第10回大黒舞交流会

いいで学講座「地域の自立と協働」活動団体報告会

飯豊町酪農組合婦人部健康教室
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農商工連携まちづくり講演会
（めざみの里観光物産館）

　３月５日、添川小の児童たちは、回収したアルミ
缶などの資源ごみを資金源に、車椅子３台を購入し、
うち２台をひめさゆり荘に贈りました。添川小で行
われた贈呈式では、児童会環境委員の皆さんが代表
し、「家族や地域の皆さんのおかげでたくさん資源
ごみを集めることができました」とあいさつ。ひめ
さゆり荘の島貫一郎施設長は、「大切に使わせてい
ただきます」とこたえました。

みんなの力で集めた資源ごみ

　３月29日、めざみの里観光物産館で町制施行50周年記念
事業「未来につなぐ“いいで”フォトコンテスト（プロによ
る審査の部）」の表彰式が行われました。町内外から応募の
あった214点の作品中、最優秀賞には相沢功さん（福島市）の
「春の一日」（本号裏表紙に掲載）が選ばれました。入賞作
品18点は、５月のゴールデンウィーク明けまでめざみの里
観光物産館で展示されていますので、どうぞご覧ください。

飯豊の景観をこよなく愛して

　３月15日、めざみの里観光物産館で、日本気象学
会会員の鈴木二三子先生（福島県西会津町）による
気象講演会が開かれました。これは、年間の気象予
測を農業に生かしてもらおうと、毎年開催されてい
るものです。会場には、農業者など約80名が参加。
６月は梅雨入りが早めで低温に注意すること、７月
は高温多湿で日照不足になりやすいことなどの予測
があり、参加者は熱心にメモをとっていました。

気象予測を農業に生かす

   3
　  17

萩生駅愛護会　鉄道利用者拡大
イベント　　　　　　（萩生駅）

   3
　  12

中長生会わらじ作り
（中公民館）

   3
　  10

News 町の話題

添川小の児童が車椅子を寄贈

未来につなぐ“いいで”フォトコンテスト表彰式

鈴木二三子先生の気象講演会
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【
材　

料
】　

◇
大
根　
　
　
　
　
　

４
㌕

◇
ざ
ら
め　
　
　
　
　
　

㌘
７５０

◇
み
り
ん　
　
　
　
　

１
合

◇
し
ょ
う
油　
　
　
　

４
合

◇
た
か
の
つ
め　
　
　

少
々

【
作
り
方
】

①
皮
を
む
い
た
大
根
を
２
㌢
幅
の
輪

切
り
に
し
、
漬
物 
樽 
に
入
れ
る

た
る

②
ざ
ら
め
、
み
り
ん
、
し
ょ
う
油
、

た
か
の
つ
め
を
鍋
に
入
れ
て
、
ざ

ら
め
が
溶
け
る
ま
で
煮
立
て
る

③
渦
を
臼
に
か
け
る

④
嘘
に
重
し
を
の
せ
一
晩
置
く

⑤
唄
か
ら
汁
が
上
が
っ
て
き
た
ら
、

そ
の
汁
を
再
度
鍋
に
入
れ
て
煮
立

て
る

⑥
再
び
欝
を
大
根
に
か
け
て
、
さ
ら

に
一
日
漬
け
て
出
来
上
が
り

※
漬
け
過
ぎ
る
と
し
ょ
っ
ぱ
く
な
り

す
ぎ
て
し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

　

南
陽
市
の
友
達
に
教
え
て
も
ら
っ
た
漬
物

で
す
。
ぱ
り
ぱ
り
の
食
感
と
味
の
良
さ
で
、

す
っ
か
り
我
が
家
の
定
番
の
漬
物
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
元
の
寄
り
合
い
に
持
っ
て

行
っ
て
も
皆
さ
ん
か
ら
大
好
評
で
し
た
。

　

同
じ
大
根
の
「
さ
さ
が
き
」
と
違
っ
て
、

切
る
手
間
も
楽
で
す
し
、
た
っ
た
二
日
で
出

来
ま
す
か
ら
、「
漬
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
」
と
い
う
方
に
は
、
こ
の
一
品
か
ら
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
臭
い
が
少

な
い
漬
物
で
す
か
ら
若
い
人
に
も
抵
抗
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
根
は
、
直
径
五
㌢
程
度
の
太
さ
の
も
の

を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
輪
切
り
に
す
る

だ
け
で
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
と
な
り
、
さ

ら
に
切
る
手
間
が
省
け
ま
す
。

大
根
の
し
ょ
う
油
漬
け

ぱ
り
ぱ
り
の
食
感
と
程
よ
い
甘
辛
さ

萩生地区
食生活改善推進員
國分トモさん

初
め
て
漬
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

方
に
お
薦
め
で
す

Cooking料理
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４月15日我10：30～　おはなし広場
　　21日峨10：30～　あそびの広場
　　30日牙10：30～　かんがるー広場
５月３日蚊～６日我は休館日です
　　13日我10：30～　おはなし広場
　　16日臥10：30～　ブックスタート広場

士こどもみらい館をご利用ください
　幼児や児童生徒の遊び場、子育て仲間の交流や子育ての
相談の場として気軽にご利用ください。急な用事ができた
ときの「一時保育」も行っています。
叶開館日／月曜日～金曜日、第１・３土曜日
　　　　　※ただし、祝日と第１・３月曜日は休館日です
叶開館時間／午前９時～午後５時
叶利用料金／無料
※場所は、３ページの「施設の位置図」を参考ください

（４月・５月の日程）

●開館時間　午前９時～午後５時
●休館日　毎週月曜日・祝日・年末年始
●問合せ先　町民総合センターあ～す図書室

志72―3111 

Child & Book 子育てと図書

「米村傳治郎のおもしろ
科学ライブラリー」
大沢幸子／著　米村傳治郎／監修　
オーム社

身のまわりにある道具を使う実験を
多数紹介しつつ、その実験の根拠と
なる原理までをわかりやすく解説。
子どもから大人まで、楽しく科学を
学べる科学実験集。

一般図書

「ロロ・ジョングランの歌声」
松村美香／著
ダイヤモンド社

東ティモールで殉死した従兄の後を
追い、記者になった菜々美は、中部
ジャワ地震の被災地の取材で、単純
な正義では語れない国際協力の表と
裏を知る。さらに従兄の死をめぐる
疑惑が浮上して･･･。国際協力の実
像を描く問題作。

一般図書

児童図書

「ランドセルのはるやすみ」
村上しいこ／さく　長谷川義史／え　
ＰＨＰ研究所

「わたしもえんそく、つれていって
くれませんか」遠足の日、ランドセ
ルがそんなことを言い出した。学校
への行き帰りだけではさみしいと言
う。けんいちはランドセルを遠足へ
連れていくが･･･。

児童図書

「たすけて！」
ホリー・ケラー／作　福本友美子／訳
光村教育図書

「ヘビはネズミをいじめる」というう
わさを信じたネズミは、友だちのヘ
ビをこわがるあまり、穴に落ちてし
まった。足を怪我して動けないネズ
ミを助けてくれたのは･･･。

子育て

FILE
フ ァ イ ル

今月のおすすめ図書

●役場教育文化課子育て支援室
志72―2111内線160、163

●こどもみらい館
志72―3336  
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School&Kids学校と子どもたち

　学校はみんなでつくる　
　小学校では児童会反省会、中学校では生徒会総会が
行われ、１年間の振り返りと来年に向けての課題が話
されました。昨年の春とは見違えるような、児童生徒
の成長の跡が見られました。一人ひとりの真剣な瞳の
輝きには、みんなで学校をつくるという強い意気込み
を感じました。

　終わりに　
　中津川の子どもたちの 溢 れるエネルギーは、寒い冬

あふ

の間に春を待つ「 冬  芽 」のようです。雪に囲まれた冬
とう が

の間に、たくさんの力を蓄えて春を待ちわびます。こ
の力が、春の訪れとともに大きな大きな力となって一
斉に芽吹きます。そして、春の温かい日差しを浴びて、
より大きく成長していくのです。心も体もたくましく、
中津川の大地に根をはってほしいと思うこのごろです。

　２月に行われた中津川地区雪まつりには、地区内外
からたくさんの人が集まりました。地域の方々はもと
より、多くのお客様方に元気と勇気を届けられたと思

います。小学生の大黒舞、中
学生のヨサコイは、代々受け
継がれた伝統であり、一人ひ
とりの宝物です。一人ひとり
がスポットライトを浴びて、
主人公になった瞬間です。子
どもたちの踊りには、人の心
を揺り動かす大きな力が秘め
られています。雪まつりが終
わると、 中津川にも春の足音
が聞こえ始めるのです。

　ふるさとから学ぶ　
　中津川にはたくさんの宝物が
埋まっています。中津川の伝統
や文化に触れ、中津川の宝物を
再発見するためにふるさと学習
が毎年行われています。今年度
は、岩倉地区の歴史を学ぶとと
もに体験学習として、「わら
 草履 」づくりを行いました。当日は、岩倉地区より、
ぞうり

児童生徒のおじいちゃん２人を講師にお招きし、熱心
に指導をいただきました。講師の方々の見事な技に驚
きながらも、子どもたちはとても素晴らしい作品を作
り上げました。見事なわら草履の完成です。

一人ひとりが主人一人ひとりが主人公公
磨かれた伝統の技を披磨かれた伝統の技を披露露

瞳輝くめざみっ子たち（ＮＯ．35）

〈中津川小中学校〉

※「瞳輝くめざみっ子たち」は、次号よりお休みします。

手作りのダンボール製獅子で練習をする子どもたち

子
ど
も
た
ち
に
獅
子
舞
を
継
承

　

小
白
川
神
社
獅
子
連（
鈴
木
秀
樹
会
長
）

の
会
員
十
六
名
が
、
祭
り
の
楽
し
さ
と
伝

統
行
事
の
大
切
さ
を
地
元
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
よ
う
と
、
今
年
一
月
か
ら
三
月
ま

で
全
五
回
の
日
程
で
子
ど
も
獅
子
連
育
成

講
座
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
か
ら
小
学
五

年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
十
九
名
は
、
笛
、

太
鼓
、
獅
子
に
分
か
れ
て
、
会
員
の
方
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
二
日
の
最
終
日
に
は
、
小
白

川
公
民
館
に
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
招
待
し

て
練
習
の
成
果
を
発
表
。
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
難
し
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
最
後
に
鈴

木
会
長
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
が
ん
ば
り
の

 
証 
と
し
て
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

あ
か
し

小
白
川
獅
子
連

子
ど
も
獅
子
育
成
講
座



広報いいで 2009/04/0923

　

作
品
の
内
容
は
書
き
出
し
で
決
ま
る
、

な
ど
と
こ
わ
い
話
を
し
た
作
家
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
は

書
き
出
す
ま
で
が
大
変
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
四
里
の
道
は
長
か
っ
た
。
そ
の
間
に

青 
縞 
の
市
の
た
つ
…
」
で
始
ま
る
田
山
花

し
ま

袋
著「
田
舎
教
師
」。
大
志
を
抱
き
な
が
ら

も
若
く
し
て
寒
村
の
土
に
返
る
青
年
教
師

の
物
語
は
、
書
き
出
し
の
文
章
の
印
象
が

作
品
の
全
て
を
物
語
っ
て
い
る
名
作
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
の
結
末
ほ
ど

心
に
残
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
が
子

が
教
師
に
な
る
こ
と
だ
け
を
励
み
に
生
き

て
き
た
両
親
は
、
別
れ
の
日
の
翌
朝
、
ま

た
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
リ
ヤ

カ
ー
を
引
き
行
商
に
歩
き
出
す
の
で
す
。

　

そ
ん
な
無
常
観
、
失
意
の
な
か
に
あ
っ

て
も
淡
々
と
生
き
る
人
々
の
日
常
と
人
生

観
に
と
て
も
惹
か
れ
て
き
ま
し
た
。
ど
ん

な
と
き
に
も
夜
明
け
が
あ
り
朝
が
来
る
、

朝
が
来
れ
ば
ま
た
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
明
日

に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
力
強
さ
、
庶
民

や
人
間
の
真
髄
に
触
れ
る
感
慨
で
す
。
た

く
ま
し
く
生
き
る
勇
気
を
奮
い
立
た
せ
て

く
れ
る
の
で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
に「
家
族
に
乾
杯
」

が
あ
り
ま
す
。
ご
存
知
、
笑
福
亭
鶴
瓶
さ

ん
が
日
本
各
地
の
村
や
町
を
訪
れ
て
、
一

人
暮
ら
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
も

引
き
出
し
ま
す
。
彼
が
訪
れ
た
村
や
町
は

そ
れ
ま
で
な
か
っ
た「
笑
顔
と
に
ぎ
わ
い
」

を
取
り
戻
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
「
に
ぎ
わ
い
再
現
」
を
テ
ー

マ
に
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
ハ
ー
ド
ル
に
立

ち
向
か
い
峠
を
越
え
て
行
こ
う
、　
「
に
ぎ

わ
い
と
幸
せ
の
青
い
鳥
」
を
探
し
出
そ
う

と
歩
き
出
し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
鶴
瓶
さ

ん
の
よ
う
に
「
み
ん
な
の
持
ち
味
を
引
き

出
す
町
」
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
町
で
あ
る
に
は
、
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
も
大
切
な
要
素
で
す
け
れ
ど
も

一
番
大
事
な
の
は
日
常
の
暮
ら
し
の
中
に

あ
る
井
戸
端
の
活
気
や
明
日
に
立
ち
向
か

う
た
く
ま
し
い
歩
み
と
笑
顔
の
な
か
に
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
に
乾
杯
！

Essay 連載エッセー

※本町ご出身で首都圏在住の方々で組織している『東京飯豊会』会員からのご寄稿です。
※「前略ふるさと様」は、次号よりお休みします。

　

昨
年
六
月
の
善
き
日
に
、
飯
豊
中
同
級
生
に
よ
る
「
還
暦

を
祝
う
会
」
が
フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
飯
豊
会
か
ら
も
十
数
名
参
加
し
、
総
勢
八
十
名
か
ら
な

る
会
は
、
恩
師
で
も
あ
る
西
山
俊
一
宮
司
の
ご
祈
祷
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。 
厳 
か
に
朗
々
と
響
き
渡
る
力
強
い
声
に
、
今

お
ご
そ

ま
で
生
き
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
も
ろ
も
ろ
へ
の
感
謝
と
こ

れ
か
ら
の
役
割
に
思
い
を
は
せ
、
思
わ
ず 
頭 
を
垂
れ
た
の
で

こ
う
べ

し
た
。

　

こ
の
度
の
同
窓
会
は
実
行
委
員
の
ご
苦
労
が
う
か
が
え
る

盛
り
だ
く
さ
ん
な
も
の
で
、
中
で
も
最
も
印
象
深
い
も
の
は

飯
豊
中
学
校
の
庭
に
桜
を
植
樹
し
た
こ
と
で
す
。

　

正
面
玄
関
を
望
む
一
本
の
桜
の
木
は
、
私
た
ち
が
「
日
々

明
朗　

日
々
努
力
」
の
精
神
で
学
ん
だ
こ
と
の
証
で
も
あ
り
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
毎
年
新
入
生
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
は

ず
。
い
つ
ま
で
も
成
長
し
て
咲
い
て
い
て
と
願
い
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
所
は
「
美
し
い
日
本
の
む
ら
景
観
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
最
高
賞
に
輝
い
た
と
い
う
田
園
散
居
集
落
の
展
望
台
。

 
芳 
し
い
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
た
道
を
歩
き
た
ど
り
着
い
た
と

か
ん
ばこ

ろ
に
供
そ
れ
僑
は
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ワ
ァ
ー
」
と
い
う
歓
声
が
あ
り
、
そ
の
景
観
を
目
の
当
た

り
に
し
た
と
き
、
故
郷
の
友
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
の
で
す
。
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
紀
行
作
家
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
が
置
賜
地
方
を
旅
行
し
た
際
に
そ
の
風
景
を
東

洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
（
桃
源
郷
）
と 
讃 
え
た
と
の
こ
と
。
女

た
た

史
も
言
っ
て
い
ま
す
が
、
人
々
の
勤
勉
さ
、
優
し
さ
、
い
に

し
え
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
、
美
し
い
ま
ち
、
飯
豊
町
を
再
確

認
し
た
帰
省
と
な
り
ま
し
た
。

｢『 還暦を祝う会 』に参加して」

埼玉県三郷市在住

 宇田京子さん（松原出身）

連　載

173

「
み
ん
な
に
乾
杯
！
」

　

後　

藤　

幸　

平



広報いいで 24

　アフリカの被災民や難民に「命の支
え」となる毛布を送ってください。現
地の人たちの手に届くまでの海外輸送
費900円のご協力をあわせてお願いし
ます。
◆受付期間／５月31日蚊まで
◆収集キャンペーン
鴨日時／５月９日臥 10：00～13：00
鴨場所／長井市民文化会館南口駐車場
◆問合せ先／「アフリカへ毛布を送る
運動」置賜地区実行委員会（田村）
緯88―3143

◆募集種目・応募資格
①一般幹部候補生
焔20～26歳未満の方
※22歳未満の方は大学卒
※大学院修士取得（見込含）は28歳未
満の方

②一般曹候補生
焔18～27歳未満の方
③予備自衛官補
焔一般公募／18～34歳未満の方
焔技能公募／18歳以上で保有する技
能に応じて53～55歳未満の方
◆日程
①受付：５月12日峨まで
試験日：５月16日臥

②受付：５月12日峨まで
試験日：５月23日臥

③受付：４月13日俄まで
試験日：４月18日臥

◆問合せ先／自衛隊米沢地域事務所
緯0238―23―0011

◆日時／４月18日臥 13：00～
◆会場／アズ七日町５階和室（山形市）
◆日程
①被害者の会定時総会 13：00～
②講演　13：30～
講師：大谷大学　滝口直子先生／高
松あすなろ会　鍋谷健一先生

③多重債務無料相談会 15：30～
◆相談内容／サラ金やクレジット会社
からの借入れに関する悩み

◆問合せ先／司法書士 佐藤正弓
緯0233―22―0352

◆日時／５月１日画 13：00～
◆会場／山形ビッグウィング（山形市）
◆内容／複数の企業と個別ブースにて
面談ができます。そのほか職業相談
コーナーなども設置

◆問合せ先
　山形県若者就職支援センター緯023

―647―0363または山形労働局職業
安定課緯023―626―6109

　交通事故での困りごとについて、専
門の相談員が相談に応じます。
◆相談日／月曜日～金曜日(祝日除く）
◆時間
　9：00～12：00、13：00～17：00
◆その他／毎月第１、第３水曜日に弁
護士による無料相談も行っています。
予約制・面談制ですので、下記まで
事前に予約してください

◆問合せ先／㈱日本損害保険協会山形
自動車保険請求相談センター
緯023―633―0589

◆活動団体／河川の清掃や植栽などの
環境美化活動を行っていただける町
内会、地域団体、市民団体、企業、
そのほかのボランティア団体
◆対象区間／県管理河川・砂防おおむ
ね200㍍以上

◆参加申込／参加希望の団体は、置賜
総合支庁（西庁舎）にお問い合わせ
のうえ、申込書を役場地域整備課建
設室まで提出してください
◆応募締切／４月30日牙
◆問合せ先／置賜総合支庁建設部西置
賜河川砂防課緯88―8232

　置賜文化フォーラムでは、置賜地域
の住民の皆さんが企画運営する文化イ
ベントなどの事業を支援します。
◆事業種類／歴史的建物や遊休施設を
活用した文化事業、市町の枠を越え
た複数団体による文化事業、大河ド
ラマ「天地人」関連文化事業
◆支援内容／共催負担金（最大40万
円）を負担します
◆募集締切／５月１日画
◆申込・問合せ先／置賜総合支庁地域
支援課緯0238―26―6018

　経済センサスは全国すべての事業
所・企業を対象とした調査です。これ
により、日本の経済活動の実態を明ら
かにします。調査結果は、今後の皆様
の暮らしの改善に役立てられます。
◆期日／７月１日我
◆問合せ先／役場総務企画課総務情報
室緯72―2111内線225

緯74-2447東部地区公民館緯72-3353社会福祉協議会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西部地区公民館緯74-2011ひめさゆり荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中部地区公民館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中津川駐在所緯72-2242白椿地区公民館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　　電話　0238―72―2111
   FAX   　　    72―3827
ホームページ　www.town.iide.yamagata.jp
Ｅメール　iideinfo@town.iide.yamagata.jp

地域の文化活動を
応援します

山形県では河川の里親を
募集しています

経済センサス基礎調査に
ご協力ください

学生就職ガイダンスの
お知らせ

ギャンブル依存症と
多重債務講演会

交通事故で困ったときの
無料相談

善意の毛布をアフリカへ

防衛省・自衛官募集
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Information お知らせ

※この欄に掲載を望まない場合は届出
の際にお申し出てください。

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所

鈴　木　　譲　さん
五十嵐　里　美さん

　　 中  　（白  鷹  町
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  博　貴（麻　美後 藤 柚 

ゆ

 衣  ちゃん
い

萩生

  清　隆（　葉　渡 部 幹  太 く　ん
か ん  た

中

  智　之（美　穂小 浦 柚  葉 ちゃん
ゆ ず  は

中

  康　貴（郁　子舟 山 昂  佑 く　ん
こ う  す け

小白川

  　豊　（由　紀田 中 史 
し い

 奈 ちゃん
な

手ノ子

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
67土 屋 純 一さん北酒町中
81鈴 木　 潔　さん西向高峰
61今　野 敬 司さん石原萩生
71菅 野 貞　造さん沖中
71横 山 芳 洋さん萩生町萩生
62鈴 木 市 子さん萩手ノ子
90木 村 健 吉さん萩生町萩生
89髙 橋 ト ヨさんひめさゆり添川
86伊 藤 せ んさん椿第一椿

３月分　　（　）内は対前月比

28転入2,398（    3）世帯数
35転出4,077（    1）男人　

口
5出生4,316（ -12）女
9死亡8,393（ -11）計

人の動き

◇
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
広
報
い

い
で
」
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
的
は

大
き
く
三
つ
。
①
よ
り
一
層
町
に

対
す
る
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
②
若
い
人
に
も
町
の
広

報
に
目
を
通
し
て
も
ら
い
た
い
③

町
外
に
飯
豊
の
魅
力
を
発
信
し
た

い　

▽
そ
の
た
め
に
は
未
熟
な
が

ら
も
、
印
象
的
な
写
真
と
デ
ザ
イ

ン
性
の
高
い
レ
イ
ア
ウ
ト
を
目
指

し
ま
す
。
つ
づ
り
穴
を
あ
け
て
い

な
い
の
も
そ
の
た
め
で
す
の
で
、

ど
う
か
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
今
年

度
も
ど
う
ぞ
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

（
横
山
）

（３月届け出分）

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

三
月
十
二
日
号
の
中

に
次
の
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

▽
四
ペ
ー
ジ
の
文
中
に

あ
り
ま
し
た
横
山
哲
夫

さ
ん
の
「
年
間
三
千
五

百
点
は
撮
る
と
い
う
写

真
」
は
、「
年
間
三
万
五

千
点
」
の
誤
り
で
し
た
。

▽
O
M
O
I
D
E
い
い

で
写
真
館
『
銃
後
之
守

如
斯
』
の
文
中
に
あ
り

ま
し
た「
遠
藤
功
さ
ん
」

は
「
遠
藤
俊
雄
さ
ん
」

の
誤
り
で
し
た
。

　

訂
正
し
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　裁判員制度とは、国民のみなさんに
裁判員として刑事裁判に参加してもら
い、被告人が有罪かどうか、有罪の場
合どのような刑にするかを裁判官と一
緒に決めてもらう制度です。
　裁判員制度が始まると、司法はもっ
と身近になります。
垢裁判員制度ってなに？
交国民のみなさんが裁判員として刑事
裁判に参加し、裁判官と一緒に有
罪・無罪や刑の内容を決める制度で
す。原則、裁判員は６人、裁判官は
３人です。
垢私も裁判員に選ばれるの？
交20歳以上の日本国民であれば、誰
でも選ばれる可能性があります。
垢仕事や育児・介護で大変です。辞退
できますか？
交ご自身の不在により著しい損害が生
じる可能性があるなど一定の場合に
は辞退できます。

垢法律の知識がなくても大丈夫？
交大丈夫です。裁判員は、事実があっ
たかなかったか、どのような刑にす
べきかを判断します。このような判
断に法律の知識はいりませんし、必
要なことは裁判官が説明します。
垢裁判員になったことでトラブルに巻
き込まれませんか？
交裁判員の名前や住所などは公にはさ
れません。事件に関して裁判員に接
触することも禁止されており、裁判
員やその家族を脅した者には刑罰が
科せられます。

詳細は裁判員制度ホームページをご覧
ください。
http://www.saibanin.courts.go.jp/
◆問合せ先／山形地方検察庁企画調査
課緯023―622―5196

５月21日から
裁判員制度が始まります

　消防法では、当該免状に貼ってある
写真は、10年以内に撮影されたもの
でなければなりません。まだ写真を書
換え申請をされていない方は、速やか
に手続きをされますようお願いします。
◆問合せ先／消防試験研究センター山
形県支部緯023―631―0761

　４月の米沢城址は桜が満開。この機
会に天地人博2009をご覧ください。
◆日程／毎日無休で開催
◆会館時間／9：00～17：00
◆場所／伝国の杜・米沢市上杉博物館
◆入場料／一般700円、学生500円、
小中生300円（団体割引あり）

◆問合せ先／伝国の杜・米沢市上杉博
物館緯0238―26―8001

危険物取扱者・消防設備士
免状をお持ちの皆さんへ 天地人博2009のご案内
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洋
画
家 
沖
津
信
也

飯
豊
は「 
陽 
の

ひ

 
出 
ま
ち
」

い
ず
る

飯
豊
の「
美
」を
語
る

SPECIAL INTERVIEW

おきつ・しんや◎洋画家。1947年、米沢市生まれ。山
形大学教育学部在学中に画家真下慶治氏に師事し、本
格的に絵画の勉強を始める。大学卒業後、教職に就き、
08年３月米沢市立第四中学校校長を最後に退職。在
職中、卒業生総計850名分の似顔絵を描き一人ひとり
に贈ったことでも有名。77年一水会展初入選。88年
第20回日展初入選。03年美の革命展インルーブル美
術館グランプリ受賞。同年ル・サロン展初出品初入選。
国内のみならず世界の美術界で活躍中。米沢市在住。

Profile

写真／米沢市内の沖津氏のアトリエにて

7月1日― 6日／山形大沼デパート「沖津信也個展」
Shedule
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『
陽
は
昇
る
（
飯
豊
町
）』

1
9
9
7
年　

F
1
0
0
（
約
1
6
2
唖
×
1
3
0
唖
）

第　

回
日
展
入
選
作
品

29

ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
『
日
本
奥
地
紀

行
』に
記
し
た「
東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
」
と
は
、
飯
豊
町
の
こ
と
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
明
治
時
代
に
彼
女
が
見
た
日
本

の
原
風
景
を
今
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
飯
豊
町
だ
け
で
し
ょ
う
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
東
洋
一
美
し
い
景
観

で
あ
る
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
い
つ

ま
で
も
大
切
に
守
り
続
け
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

　

私
が
飯
豊
の
散
居
集
落
と
出
会
っ
た
き
っ

か
け
は
、
十
数
年
前
、
友
人
で
あ
る
田
林
晄

一
君
（
東
北
大
学
院
心
臓
血
管
外
科
教
授
・

飯
豊
町
中
出
身
）
か
ら
「
ふ
る
さ
と
中
村
の

絵
を
描
い
て
く
れ
な
い
か
」
と
依
頼
さ
れ
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
早
速
、
中
を
訪
れ
、
ど

こ
を
描
こ
う
か
と
散
策
し
て
い
る
う
ち
に
、

天
養
寺
観
音
堂
の
展
望
台
に
登
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
眼
下
に
広
が
る
散
居
集
落
の
風

景
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
の

景
観
を
描
い
た
作
品
は
、
シ
リ
ー
ズ
作
『
陽

は
昇
る
』
の
中
の
主
要
な
作
品
と
な
り
、
お

か
げ
さ
ま
で
日
展
や
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
サ
ロ

ン
展
で
入
選
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
だ
画
壇
で
は
だ
れ
も
描
い
て
い
な

か
っ
た
日
本
の
原
風
景
を
描
く
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
私
に
と
っ
て
幸
運
な
こ
と
で
し
た
。

以
後
、
飯
豊
町
の
フ
ァ
ン
と
な
っ
た
私
は
中

津
川
に
も
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、
今
で
は

毎
年
の
よ
う
に
置
賜
地
方
の
画
家
仲
間
二
十

数
名
と
と
も
に
ホ
テ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で

に
宿
泊
し
、
み
ん
な
で
周
辺
の
絵
を
描
く
こ

と
が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
描
く
絵
の
中
で
大
切
な
モ
チ
ー
フ
は

「
太
陽
と
水
」で
す
。
い
ず
れ
も
生
命
に
必
要

な
も
の
で
あ
り
、
人
間
に
元
気
を
与
え
て
く

れ
る
も
の
で
す
。
私
は
、「
絵
を
見
る
人
の

心
に
も
太
陽
が
昇
る
よ
う
に
」
と
の
祈
り
を

込
め
て
描
い
て
い
ま
す
。
明
る
く
元
気
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
で
す
。

　

そ
の
太
陽
と
水
を
描
こ
う
と
す
る
と
き
、

飯
豊
町
の
散
居
集
落
ほ
ど
ぴ
っ
た
り
な
風
景

は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
の
蔵
王
連
峰
か
ら
朝
陽

が
昇
り
、
水
田
に
張
ら
れ
た
水
が
き
ら
き
ら

と
光
照
ら
さ
れ
、
そ
の
水
面
に
は
屋
敷
林
が

美
し
く
映
り
こ
む
の
で
す
。
ま
さ
し
く
「 
陽 ひ

の 
出 
ま
ち
」
で
す
。

い
ず
る

　

光
を
描
く
こ
と
は
、
と
て
も
難
し
い
作
業

で
す
。
私
も
何
度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が

ら
描
き
続
け
ま
し
た
。
点
描
と
い
う
技
法
を

用
い
て
光
を
捉
え
、
地
道
に
こ
つ
こ
つ
と
描

き
ま
す
。
点
と
点
は
明
暗
の
度
合
い
に
よ
っ

て
絵
を
収
縮
し
た
り
拡
張
し
た
り
し
ま
す
。

ま
る
で
画
面
全
体
で
呼
吸
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
響
き
合
う
の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
統

一
の
と
れ
た
も
の
に
ま
と
め
た
と
き
、
作
品

は
正
面
か
ら
見
て
も
、
斜
め
か
ら
見
て
も
明

確
に
見
え
る
完
成
度
の
高
い
作
品
と
な
る
の

で
す
。
ま
た
、
絵
を
見
る
距
離
の
長
短
に

よ
っ
て
異
な
っ
た
印
象
を
受
け
る
と
い
う
面

白
さ
が
あ
る
の
も
点
描
の
特
徴
で
す
。

　

美
し
い
農
村
風
景
は
飯
豊
町
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
で
す
。
こ
の
地
域
資
源
を
生
か
す

意
味
で
も
、
春
夏
秋
冬
を
通
し
て
散
居
集
落

を
眼
下
に
展
望
で
き
る
施
設
が
整
備
さ
れ
れ

ば
、
き
っ
と
私
の
よ
う
な
画
家
や
写
真
家
が

多
数
訪
れ
、
町
は
に
ぎ
わ
う
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

沖津氏は国内外でも数少ない点描の技法を用いる画家である。一点一点丁寧
に描かれた散居集落の絵には、心に宿る望郷の念を奮い起こさせる力がある

イ



c
o
n
tin
u
e
 in
 th
e
 fu
tu
re

Iid
e
 p
h
o
to
 c
o
n
te
st

春の一日

（撮影場所／中津川地内）

相沢功さん（福島県福島市）
　この度は、私の作品を入選させていただき誠にありがとう
ございます。この作品は昨年５月に撮影しましたが、その際
この地にお住いのご夫婦から、昔の集落の様子などお話を
伺ったことを懐かしく思い出しております。飯豊町には白川
湖など魅力一杯の風景があります。これからも度々おじゃま
をして写真にしたいと考えております。

撮影者

この広報紙は再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

【最優秀賞作品】

写真は、平成20年度に開催されました「未来につなぐいいでフォトコンテスト」で入賞された作品です。

写真家 佐藤秀明先生の講評
　飯豊の遅い春を撮った素晴らしい作品です。残雪と人と桜
がこの作品のすべてですね。遠景の若葉も美しい。せっかく
良い天気と場所に恵まれたのですから下部の土よりも上部の
新緑を多く入れてあげた方がよいでしょう。右下の畑の杭の
ようなものは無い方が、もっと素晴らしい作品になります。
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